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第 1 メモには ₆ 月 4 日以降についても数日分の記録があったように見えるが，この部分については残
念ながら判読することができない（３）。
　後掲の第３メモの復刻文の中で， ₆ 月 4 日以前の項目については一部に波線が伏されているが，こ
の部分は帰国後に補足と訂正が施された箇所であり，第 1 メモには含まれていない情報である。
























　見られるように，₃ つのメモは表現に違いがあるものの，記述された内容は同じである。第 2 メモ，
第 ₃ メモとなるに従って表現がこなれ，また情報量も特に第 2 メモの段階で増えている。他の部分を
含めて全体としての比較をまとめるならば，重複している項目については，文章表現に若干の違いが
あるものの，第 1 メモの内容と第 2 ，第 ₃ メモの内容は照応する。ただし，第 1 メモから第 2 メモへ
移る過程では貴重な情報がかなり補充されている。そして第 ₃ メモは吉田廣作氏自身が 2 度にわたっ
て記憶を整理した結果，まとまりが良く，また帰国後の1₉4₆年 ₆ － ₇ 月の情報という点では第 2 メモ
にも記載されていない内容が含まれている。そこで本稿では第 ₃ メモの内容を紹介することにする。
明らかな誤字については第 1 メモと第 2 メモ，そして瀬尾喜代三メモランダム等に照らした上で訂正
し，句読点については最小限の追加を行った。（　）内は吉田廣作氏が第 ₃ メモを作成する時点で行っ
た行った補足である。＜＞内の補充と漢字へのルビ付けは松本が行った。第 1 メモと第 2 メモの全体
については，第 ₃ メモとあわせて複製を製本し，岡山大学図書館に寄贈することにする。

























　 ₉ 月 ₅ 日　会社職制，一部改正。
　　　　　　 防衛本部を解体し，保安部及奉仕隊制定さる。
























　 ₉ 月1₈日　 岸本理事長，生産増強に対する必須条件竝従業員給與等に關し懇請の為ド大佐及カズロ
フ中尉に面談。


















































































































　 2 月 ₅ 日　会社はソ聯の管理工場となる旨発表さる。
　　　　　　＜Cf. 「ソ聯技師ガルコビッチ理事長，技師長トリューポフ発表アリ」（第 1 メモ）。＞
　 2 月 ₆ 日　理事長　ガルコビッチ
　　　　　　技師長　トリューポフ
　　　　　　日本側技師長　瀬尾＜喜代三＞理事
　　　　　　＜Cf. 「會社ソ聯ノ管リ工場トナリ之ガ職制発表サル」（第 1 メモ）。＞
　 2 月中旬　在金州重機工場長高橋＜文太郎＞，金縣公安局より釈放。
　 2 月22日　ソ聯軍技師 2 人増員さる。
　 2 月2₅日　下防衛本部長師橋＜渡＞，八路軍に拉致さる。
　 ₃ 月 ₈ 日　ソ聯退去。八路軍，社の警備につく。
　 ₃ 月11日　矢野常務，古賀部長，釈放去る。
　 ₃ 月1₅日　共産党東北銀行券発行。 1 / 2 の率にて交換の為布告。
　　　　　　物価暴騰す。
　　　　　　交換する者少なく，ソ軍々票，旧日本国通貨を使用。








































































　 ₅ 月 1 日　大同区₃₉班班長となり。4₈戸₅2世帯の責任を負はされるに至る。
　　　　　　この頃より内地帰還の噂しきりなり。

















　　　　　　＜Cf. 「種々使役命令アリ。生命ノ危険アリ恐々トシテ落付カズ」（第 1 メモ）＞
吉田廣作メモランダムについて 353
　 ₅ 月2₈日　使役あり。





　　　　　　＜Cf. 「八路使役帰宅セズ。心配ナリ」（第 1 メモ）。＞










　 ₆ 月 1 日　中央軍，続々南下す。部隊大同区通過の度に使役物品の供出を命ず。
　　　　　　 組長を招集し打合中，中央軍兵士 2 名，土足侵入。物品を漁る。文，靴１足を持ち，裸
足にて隣宅に難を避く。被害約₈00圓。徳山被害200圓見当。
　 ₆ 月 2 日　中央軍，使役あり。






　　　　　　＜Cf. 以下は第 1 メモに記載無し。＞



























　 ₇ 月 2 日　日僑俘管理処にて予防注射を受く。
　　　　　　 ₇ 月早々宮尾の父，引揚近しとて別れに見え，酒盃を揚ぐ。父に会う最后なり＜帰国後
に再会。2010年11月2₇日，文氏，談＞。文懐妊を喜び居れり。
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